
 

 

 

次  第 

１ 開会 

２ あいさつ  

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会長 

福島県文化スポーツ局長 

３ 報告 

Ⅰ 令和７年度事業報告 

Ⅱ 活動調査アンケート結果について 

４ 協議 

Ⅰ 令和８年度事業計画 

①ふくしま震災伝承者交流会について 

②3.11被災地視察研修について 

③令和８年度伝承者育成講座について 

④令和８年度伝承者育成講座（中国語話者向け）について 

⑤令和８年度伝承者育成講座（英語）（案）について 

⑥令和８年度語り部県内派遣事業（案）について 

⑦令和８年度語り部県外派遣事業 県外派遣者（案）について 

   Ⅱ その他 

５ 閉会 

 

 

 

 

令和８年度 

第１回東日本大震災・原子力災害 

ふくしま語り部ネットワーク会議 

場所 双葉町産業交流センター 大会議室 

日時 令和8年5月15日（金）14：00～15：20 



参加者名簿
【会　員】（方部別　五十音順）

NO. 所　　　属 氏　　名 出欠

1 Ｆ．tellers（エフ・テラーズ） 前川　直哉 出

2 シン・ふくしま自治体職員の学校 平野　勝長 欠

3 星降る古里ひろの 鈴木　恵子 出

4 山百合の会 松田早百合 出

5 子どもに音楽を贈る会　福島しあわせ運べるように合唱団 佐藤　敬子 出

6 震災ダンボールアート語り部の会 遠藤　昭三 欠

7 ふくしまリアリ 山口　祐次 出

8 藤沼湖自然公園　復興プロジェクト委員会 深谷　武雄 欠

9 會空（あいくう） 庄子ヤウ子 出

10 防災語り部の会 鶴見美佐子 出

11 NPO法人市民活動ネットワーク相馬 佐藤　友子 出

12 相馬市観光協会 草野　清貴 欠

13 南相馬　原発・震災語り部の会 岩橋　光善 出

14 原発震災を語り継ぐ会 髙村　美春 出

15 ニコニコ菅野農園 菅野　クニ 出

16 浪江まち物語つたえ隊 岡　　洋子 出

17 大堀相馬焼協同組合 半谷　貞辰 欠

18 いわもと社会福祉士事務所 岩本美智子 出

19 東日本大震災・原子力災害伝承館 横山和佳奈 出

20 双葉町語り部の会 國分　信一 出

21 大熊未来塾 木村　紀夫 出

22 おおくま町物語伝承の会 橘　　秀人 欠

23 HITOkumalab 佐藤　亜紀 欠

24 FUKUSHIMA WWW.（フクシマウィーアー） 佐藤　夏美 出

25 富岡町 3･11を語る会 青木　淑子 出

26 Ｊヴィレッジ 鶴本　久也 欠

27 いわき語り部の会 大谷　慶一 出

28  いわき市観光物産センター（いわき･ら･らミユウ） 本田　和弘 欠

29  ふくしま海洋科学館（アクアマリンふくしま） 古川　　健 欠

【オブザーバー】

NO. 所　　　属 氏　　　名

1 川俣町教育委員会生涯学習課　主査 三浦　宙馬

2 楢葉町教育委員会生涯まなび課　課長補佐 佐藤　英治

3 富岡町教育委員会生涯学習課　副主査 安田　尚希

4 双葉町教育委員会生涯学習課　主任学芸員 星　　洋和

5 子どもに音楽を贈る会　福島しあわせ運べるように合唱団 佐藤　千晴

6 防災語り部の会 鶴見　常夫

7 いわき語り部の会 大河内喜男

【事務局】

NO. 所　　　属 氏　　　名

1 福島県生涯学習課　課長 中村　　敬

2 福島県生涯学習課　主幹兼副課長 斎藤　才子

3 福島県生涯学習課　主任主査 平栗　哲也

4 福島県生涯学習課　主査 久保木皓生

5 福島県生涯学習課　副主査 舟木真実恵



 

３ 報告 

Ⅰ 令和７年度事業報告 

 

１ ネットワーク化・レベルアップ 
（１）東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 
  ・第１回  令和７年５月１５日（木）東日本大震災・原子力災害伝承館 研修室 
  ・臨時総会 令和７年７月 ２日（水）富岡町文化交流センター 小ホール 

・第２回  令和８年２月 ７日（土）双葉町産業交流センター 大会議室 

（２）ふくしま震災伝承者交流会（令和７年１２月９日（火）） 

  ・講話 「目に見えない放射線 －伝えたかったことと聞きたかったこと－」 

   講師 株式会社千代田テクノル社長付特別顧問／近畿大学客員教授 杉浦 紳之 氏 

  ・交流会 テーマ「あなたなら どう伝えるか？」 

   進行 ふくしま語り部ネットワーク会議 青木淑子会長 

参加者 ５０名 

 

２ 伝承者育成 
（１）伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム会議 
  ・第１回 令和７年７月 ２日（水）富岡町文化交流センター 小ホール 

・第２回 令和８年１月２３日（金）福島県庁本庁舎５階 企画調整課分室１ 

（２）伝承者育成講座・中国語講座（全４回） 

伝承者育成講座 修了者９名 

中国語講座   修了者 1名 

（３）伝承者育成英語講座（全５回） 

修了者 ４名 

 ※育成講座（日本語・中国語・英語）実施概要（別紙資料） 

 

３ 語り部派遣 

（１）語り部県内派遣事業 

   派遣案内チラシを福島県教育庁担当課及び私学・法人課を経由して、県内教育機関へ

送付するとともに、語り部の積極的な活用を依頼した。 

・義務教育課→公立小中学校（義務教育学校含む）、福島大学附属学校 

・高校教育課→県立高等学校 

・特別支援教育課→県立特別支援学校 

・私学・法人課→私立小中高等学校、専修学校 

（２）語り部県外派遣事業 

派遣者数 延べ５９名 

   ※令和７年度語り部県外派遣の実績（別紙資料） 

（３）３.１１被災地視察研修（令和７年１０月９日～１０日） 

東松島市東日本大震災復興祈念公園、東松島市震災復興伝承館、 

未来学舎ＫＩＢＯＴＣＨＡ、松島市内の語り部との交流会 

参加者 １８名 

 



 
 

 

令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座／中国語講座 実施概要 

 

○開講式・第１回伝承者育成講座   

受講生１9名（育成講座18名、中国語講座１名） 

【日時】令和７年７月１９日（土）１０：２０～１６：３０ 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室  

【内容】開講式 

１時間目「語り部の役割」 

講師：ふくしま語り部ネットワーク会議会長 青木淑子氏 

２時間目「地域の思いの共有ワークショップ」 

講師：富岡町3･11を語る会代表 青木淑子氏、福島大学准教授 前川 直哉氏 

３時間目「よくある質問・震災知識についてのワークショップ」 

講師：ふくしまリアリ代表 山口祐次氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第２回伝承者育成講座（１日目） 

受講生 １8名（育成講座16名、中国語講座1名、中国語講座聴講１名） 

【日時】令和７年９月２７日（土）９：３０～１６：００ 

 【場所】大熊町・いわき市薄磯地区 

 【内容】フィールドワーク①大熊町 講師：大熊未来塾代表 木村紀夫氏 

     フィールドワーク②いわき市薄磯地区 講師：いわき語り部の会代表：大谷慶一氏 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

○第２回伝承者育成講座（２日目） 

受講生 １8名（育成講座16名、中国語講座1名、中国語講座聴講１名） 

【日時】令和７年９月２８日（日）９：００～１５：３０ 

【場所】双葉町産業交流センター 

【内容】１時間目 意見交換会 講師：福島大学准教授 前川 直哉氏 

２時間目「伝わりやすい話し方講座」講師：福島大学特任助教 久保田彩乃氏 

３時間目「プレゼンテーションスキルアップ」講師：福島大学特任助教 久保田彩乃氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○第３回伝承者育成講座 

受講生 8名（育成講座7名、中国語講座1名） 

  【日時】令和７年１１月２９日（土）１０：３０～１４：３０ 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室等 

【内容】「プレゼンテーションスキルアップ」 

講師：福島大学特任助教 久保田彩乃氏、福島大学准教授 前川 直哉氏、 

ふくしまリアリ代表 山口祐次氏 

  



 
 

 ○第４回伝承者育成講座 

受講生 10名（育成講座9名、中国語講座1名） 

  【日時】令和８年２月７日（土）１０：００～１２：００ 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室等 

【内容】「成果発表」 

講師：福島大学准教授 前川 直哉氏、富岡町3･11を語る会 代表 青木 淑子氏、 

ふくしまリアリ代表 山口祐次氏、東北大学 准教授  佐藤 翔輔氏 

     中国語講座アドバイザー：（公財）福島県観光物産交流協会 

              観光部 海外誘客推進課 担当 陳 映蓉氏 

 



 
 

令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座（英語） 実施概要 

 
１ 講師  

伊藤 Odbayar氏（リングイスト語学スクール代表） 
：発音、イントネーション等英語指導等 
野地 雄太氏（株式会社Beyond Lab代表取締役） 
：「語り部」としての視点からの英語指導、表現のアドバイス等 

 
２ 日程・内容 
○第１回講座  
【日時】令和７年７月１９日（土） 
受講生①の講座：10：30～11：30 
受講生②の講座：12：30～13：30 
受講生③の講座：14：00～15：00 
受講生④の講座：15：30～16：30           

【場所】双葉町産業交流センター 小会議室 
【内容】「翻訳原稿の確認・音読講座①」翻訳原稿の表現確認、質疑応答、原稿の
音読等。 

 
○第２回講座 
【日時】令和７年９月２７日（土）オンライン 
受講生①の講座：９：00～10：00 
受講生②の講座：10：30～11：30 
受講生③の講座：12：30～13：30 

【内容】「翻訳原稿の音読講座②」原稿修正、原稿の音読、発音指導等。 
          
○第３回講座 
【日時】令和７年１１月１日（土）オンライン 
受講生①の講座：９：00～10：00 
受講生②の講座：10：30～11：30 
受講生③の講座：12：30～13：30 

【内容】「翻訳原稿の音読講座③」原稿の音読、発音指導、音読から伝える語りへ
の練習等。 

         
○第４回講座 
【日時】令和７年１２月 6日（土）オンライン 
受講生①の講座：９：00～10：00 
受講生②の講座：10：30～11：30 
受講生③の講座：12：30～13：30 
受講生④の講座：14：00～15：00 

【内容】「翻訳原稿の音読講座④」原稿の音読、発音指導、スライド資料を使用し
た語りの練習等。 

 
〇第５回講座 
【日時】令和８年２月７日（土）10：00～12：00 
【場所】双葉町産業交流センター 中会議室 
【内容】「成果発表」 

※アドバイザー 福島県国際課 国際交流員 Annabelle Purnomo 氏 



令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

実聴講者
数（名）

予定聴講
者数(名)決定講師行事名団体主催者主催者

都道府県開催日№

4560鈴木恵子免許授与式＆パーティー星降る古里ひろのハクビ京都きもの学院茨城師範会茨城県令和7年5月24日
(土)1

8870宗像涼防災授業富岡町 3･11を語る会NPO法人きよせラボ
（小学5.6年生対象）東京都6月21日(土)2

8760宗像涼防災授業富岡町 3･11を語る会NPO法人きよせラボ
（小学3.4年生対象）東京都6月21日(土)3

3030宗像涼防災イベント富岡町 3･11を語る会NPO法人きよせラボ
（保護者・地域住民対象）東京都6月21日(土)4

2030髙村美春
福島の原子力災害の経験か
ら水俣の避難計画を考えよう原発震災を語り継ぐ会原発避難計画を考える水俣の会熊本県6月22日(日)5

8580岩本美智子
福島語り部のおはなし会
〜３C３Ｊ共催講座〜いわもと社会福祉事務所

清水地区自治協議会・コミュニティーセ
ンター

北地区自治協議会・コミュニティーセン
ター

長崎県7月8日(火)6

5280岩本美智子
福島語り部のおはなし会
〜３C３Ｊ共催講座〜いわもと社会福祉事務所山澄地区自治協議会・コミュニティーセ

ンター長崎県7月8日(火)7

120160岩本美智子
東日本大震災を通し命の

大切さを学ぶいわもと社会福祉事務所佐世保女子高等学校長崎県7月9日(水)8

130137石川弘子第２学年 震災学習いわき語り部の会東京都立農芸高等学校東京都7月15日(火)9

4950大河内喜男
「災害時の人権」

〜地震・津波への初期対応と
避難生活時の配慮〜

いわき語り部の会備前市役所 文化スポーツ部
生涯学習課岡山県8月22日(金)10

5454岡洋子
「東日本大震災・原子力災
害ふくしま語り部」震災講話

（下学年）
浪江まち物語つたえ隊川西町立中郡小学校山形県8月29日(金)11

5656岡洋子
「東日本大震災・原子力災
害ふくしま語り部」震災講話

（上学年）
浪江まち物語つたえ隊川西町立中郡小学校山形県8月29日(金)12

5560永岡富紀子総合的な学習の時間南相馬 原発・震災語り
部の会坂出市立東部小学校 4年団香川県9月4日(木)13

2230永岡富紀子教員研修の時間南相馬 原発・震災語り
部の会坂出市立東部小学校 教職員香川県9月4日(木)14

5350菅野クニ

飯舘村実地研修事前指導
〜「東日本大震災・原子力
災害ふくしま語り部」震災講

話〜
ニコニコ菅野農園栃木県立大田原高等学校栃木県9月10日(水)15

2325石塚洋悦
人権教育指導者養成

専門講座いわき語り部の会佐野市役所 人権・男女共同参画課
人権推進係栃木県9月11日(木)16

120100木村貞子
尾鷲市婦人の会連絡協議会

防災講演会いわき語り部の会尾鷲市婦人の会連絡協議会三重県9月11日(木)17

7360木村貞子
＜ゆう活＞「ふくしま語り部」
講演会 東日本大震災・原

子力災害
いわき語り部の会キヤノン・コンポーネンツ株式会社埼玉県9月24日(水)18

3230松田早百合
奥日光地域防災の日

研修会山百合の会日光市中宮祠自治会栃木県9月26日(金)19

2730髙村美春「福島は今」原発震災を語り継ぐ会シルバーユニオン災害ボランティア隊大阪府10月5日(日)20

1．派遣実績一覧
本事業における語り部派遣の実績は59件、聴講者数は5,136名であった。

02 語り部県外派遣 実績報告

令和７年度語り部県外派遣の実績



令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

実聴講者
数（名）

予定聴講
者数(名)決定講師行事名団体主催者主催者

都道府県開催日№

4343國分信一
東北ノーミ株式会社 安全
衛生協力会 第13回協議

会
双葉町語り部の会東北ノーミ株式会社宮城県10月10日(金)21

5060松田早百合防災訓練山百合の会伊是名村立伊是名中学校沖縄県10月24日(金)
【オンライン】22

510530石川弘子
校内人権教育講演会（中
高生，教職員、保護者対

象）
いわき語り部の会徳島県立川島中学校・高等学校徳島県10月27日(月)23

280320宗像涼防災講習会富岡町 3･11を語る会今帰仁村立今帰仁中学校沖縄県11月5日(水)24

116121鈴木恵子防災について考えよう星降る古里ひろの静岡県掛川市立第一小学校静岡県11月6日(木)25

500540吉田恵子人権教育講演会富岡町 3･11を語る会徳島県立小松島西高等学校徳島県11月7日(金)26

3737遠藤昭三防災学習講演会震災ダンボールアート語り部
の会

静岡県菊川市立加茂小学校
5年1組静岡県11月11日(火)27

3539遠藤昭三防災学習講演会震災ダンボールアート語り部
の会

静岡県菊川市立加茂小学校
5年２組静岡県11月11日(火)28

2440大谷慶一ひらど市民大学いわき語り部の会長崎県平戸市教育委員会 生涯学
習課長崎県11月15日(土)29

3130庄子ヤウ子津奈木町生涯学習講座
（津奈木町防災講座）會空（あいくう）津奈木町教育委員会熊本県11月19日(水)30

2626平野勝長事前学習シン・ふくしま自治体職員の
学校横浜市立南瀬谷中学校神奈川県11月25日(火)31

2326平野勝長事前学習シン・ふくしま自治体職員の
学校横浜市立南瀬谷中学校神奈川県11月26日(水)32

1926大河内喜男上三川町人権カレッジ第5回いわき語り部の会上三川町教育委員会生涯学習課栃木県11月26日(水)33

5460平野勝長事前学習シン・ふくしま自治体職員の
学校横浜市立南瀬谷中学校神奈川県11月27日(木)34

170200石塚洋悦福田中学校人権講話いわき語り部の会長崎県長崎市立福田中学校長崎県12月3日(水)35

4040平野勝長京都ノートルダム女子大学
理科室（2階）

シン・ふくしま自治体職員の
学校

京都ノートルダム女子大学 佐藤研究
室京都府12月11日(木)36

10491岩橋光善
総合的な学習の時間「国分

寺防災プロジェクト」での
震災講話

南相馬 原発・震災語り部
の会国分寺市立第十小学校東京都12月12日(金)37

126100宍戸結実

弘前大学教養教育科目「持
続可能な開発目標SDGs-

弘前大学災害対応
マネージャーその３

原子力災害の理解ー」

Ｆ．tellers（エフ・テラー
ズ）国立大学法人 弘前大学青森県12月16日(火)38

93150庄子ヤウ子
東日本大震災・原子力災害

「語り人（かたりべ）」
講演会

會空（あいくう）佐賀県唐津市佐賀県12月23日(火)39

1730岡洋子東日本大震災・原子力災害
伝承館語り部講話浪江まち物語つたえ隊東日本大震災・原子力災害伝承館福島県令和8年1月10日

(土)40
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令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

実聴講者
数（名）

予定聴講
者数(名)決定講師行事名団体主催者主催者

都道府県開催日№

430岡洋子
東日本大震災・原子力災

害伝承館語り部講話浪江まち物語つたえ隊東日本大震災・原子力災害伝承館福島県1月10日(土)41

1110石塚洋悦
防災学習「災害について知
る・学ぶ 〜自分たちにでき

ること〜」
いわき語り部の会静岡県立吉原林間学園静岡県1月14日(水)42

1520橘秀人
3.11東日本大震災を忘れ
ない 〜15年前の災害から

学ぶ〜
おおくま町物語伝承の会神奈川県生活協同組合連合会神奈川県1月16日(金)43

130130菅野クニ
5年生岡学

防災・減災講座ニコニコ菅野農園湖西市立岡崎小学校静岡県1月22日(木)44

5060岩橋光善「ふくしま語り部」講演会南相馬 原発・震災語り部
の会沖縄県伊平屋村立伊平屋中学校沖縄県1月26日(月)

【オンライン】45

4047井島順子人権集会相馬市観光協会米原市柏原中学校滋賀県1月29日(木)46

37100橘秀人

安満人倶楽部と公園管理
事業者パートナーズ（西武

造園株式会社）との
協働事業

おおくま町物語伝承の会安満人俱楽部 防災グループ大阪府2月1日(日)47

193210菅野クニ震災学習ニコニコ菅野農園龍ヶ崎市立城之内中学校茨城県2月4日(水)48

3038青木淑子記載なし富岡町 3･11を語る会鹿児島県立古仁屋高等学校鹿児島県2月5日(木)
【オンライン】49

188211井島順子地域防災講話相馬市観光協会駿河総合高等学校静岡県2月9日(月)50

5080宗像涼
東日本大震災の経験から学

ぶ防災の大切さ
（吉田防災フェスティバル）

富岡町 3･11を語る会幸手市立吉田小学校埼玉県2月12日(木)51

160188松田早百合
東日本大震災を学びに

変える山百合の会新潟市立小須戸中学校新潟県2月13日(金)52

4520國分信一
ふくしま語り部に学ぶ

防災講座双葉町語り部の会君津市小櫃公民館千葉県2月21日(土)53

3230髙村美春和気町公民館講座原発震災を語り継ぐ会和気町教育委員会 社会教育課岡山県2月22日(日)54

350385鈴木恵子震災講話星降る古里ひろの江東区立有明中学校東京都3月5日(木)55

4460遠藤昭三羽村市防災週間震災ダンボールアート語り部
の会羽村市東京都3月7日(土)56

2540永岡富紀子
3.11東日本大震災風化防
止イベント〜復興・その先へ

2026〜
南相馬 原発・震災語り部

の会
東日本大震災復興フォーラム実行委

員会福島県3月7日(土)57

3740發田紗織
3.11東日本大震災風化防
止イベント〜復興・その先へ

2027〜
Ｆ．tellers（エフ・テラー

ズ）
東日本大震災復興フォーラム実行委

員会福島県3月10日(火)58

175100鈴木恵子
WEB参加型防災訓練

シェイクアウト訓練星降る古里ひろの小田原市地域包括支援センターとみ
ず神奈川県3月11日(水)

【オンライン】59

申込み数 59件 ／ 予定聴講者数 5,560 名／実聴講者数 5,136名
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令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

2．派遣回数・聴講者数の前年度比較

昨年度と比較すると、派遣回数は約1.34倍、聴講者数は 約1.23倍 となった。

聴講者数派遣回数

1,022 名17 回令和５年度

4,167 名44 回令和6年度

5,136 名59 回令和7年度

（単位︓回） （単位︓名）

17
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令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

3．派遣先属性・地域等

合計九州・沖縄四国中国関西中部関東東北北海道地域

591242572180回数

＜主催者 属性＞ 教育内訳

＜主催者 地域別派遣回数＞

東北
14%

関東
36%

中部
12%

関西
8%

中国
3%

四国
7%

九州・沖縄
20%

行政
29%

民間
19%

小学校
17%

中学校
20%

高校
10%

中高一貫校
2%大学

3%

教育
52%

大学中高一貫高校中学校小学校合計教育民間行政主催者

２16121059311117回数
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令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

茨城県福島県山形県秋田県宮城県岩手県青森県北海道

2４2１1

富山県新潟県神奈川県東京都千葉県埼玉県群馬県栃木県

157124

三重県愛知県静岡県岐阜県長野県山梨県福井県石川県

16

島根県鳥取県和歌山県奈良県兵庫県大阪府京都府滋賀県

211

福岡県高知県愛媛県香川県徳島県山口県広島県岡山県

222

合計沖縄県鹿児島県宮崎県大分県熊本県長崎県佐賀県

5931251

＜主催者 都道府県別派遣回数＞

7回東京都１
位

6回静岡県２
位

5回神奈川県・長崎県３
位

＜派遣回数上位＞

02 語り部県外派遣 実績報告



令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

派遣回数語り部名№
1青木淑子1

猪狩輝美2

2石川弘子3

3石塚洋悦4

2井島順子5

2岩橋光善6

3岩本美智子7

遠藤絹子8

3遠藤昭三9

2大河内喜男10

派遣回数語り部名№
1大谷慶一11
4岡洋子12
3菅野クニ13
2木村貞子14
2國分信一15

三舩暁16
1宍戸結実17
2庄子ヤウ子18
4鈴木恵子19
3髙村美春20

＜団体別 派遣回数＞
所属 語り部名所属人数派遣回数語り部団体名№

宍戸結実、發田紗織22Ｆ．tellers（エフ・テラーズ）1

平野勝長14シン・ふくしま自治体職員の学校2

鈴木恵子14星降る古里ひろの3

松田早百合13山百合の会4

遠藤昭三13震災ダンボールアート語り部の会５

岩本美智子13いわもと社会福祉事務所6

庄子ヤウ子12會空（あいくう）7

井島順子12相馬市観光協会8

岩橋光善、永岡富紀子25南相馬 原発・震災語り部の会9

髙村美春13原発震災を語り継ぐ会10

菅野クニ13ニコニコ菅野農園11

岡洋子14浪江まち物語つたえ隊12

國分信一12双葉町語り部の会13

橘秀人、橘弘美22おおくま町物語伝承の会14
青木淑子、宗像涼、吉田恵子、

遠藤絹子、猪狩輝美57富岡町 3･11を語る会15

石川弘子、大谷慶一、石塚洋悦、
大河内喜男、木村貞子510いわき語り部の会16

三舩暁1福島浜通り復興まちづくり語り部の会17

派遣回数語り部名№
2橘秀人21

橘弘美22
3永岡富紀子23
1發田紗織24
4平野勝長25
3松田早百合26
5宗像涼27
１吉田恵子28

4．語り部・団体別 派遣回数一覧

＜語り部別 派遣回数＞
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令和７年度 語り部県外派遣運営委託業務

5．要望する講演テーマ 一覧

13

4

2

29

3

2

9

2

4

3

16

18

24

0 5 10 15 20 25 30 35

回答欄無し

選択無し

防災・減災

震災教訓

復旧復興

震災関連死

子供たちの被災

避難生活

広域避難

放射能

原発事故被災

津波

地震

今年度より、主催者には申し込み時に講演で希望するテーマを申込書へご記入いただく形で申込受付を行った。
申込書では、下記のテーマの中から、最大3つまで希望する講演内容を選択していただいた。
本年度において、主催者から選択された講演テーマの数をまとめたものが下記のグラフである。

☐地震 ☐津波 ☐原発事故被災 ☐震災教訓 ☐子どもたちの被災 ☐復旧復興
☐震災関連死 ☐広域避難 ☐伝統芸能、民話 ☐放射線 □避難生活 □防災・減災
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Ⅱ　活動調査アンケート結果について

①ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体等活動調査アンケートの概要
【目　　的】登録団体等の基本情報や活動状況を確認し、今後の伝承活動推

　進に活かすため。

【実施期間】令和８年３月１２日（木）～令和８年３月２５日（水）
【回収方法】メール

②集計結果
　ア　会員について

年代 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代～ 計
人数（人） 14 21 6 14 19 33 58 19 184

　イ　活動実績についてお答えください。
　（ア）令和７年度の活動回数

うち、オンラ
イン対応

回数 2,692 36 29 59 11 2,791

※（ア）のうち、県内教育機関における震災講話の回数
機関 小学校 中学校 高校 特別支援学校 その他 計 ※その他

回数 106 53 54 1 14 228 ・大学
参考（全数） 372 206 95 27 ― ・教育事務所

（イ）令和７年度震災講話の参加者延べ人数　〔58,972人〕

（ウ）震災伝承講話内容
講話内容 原発被災 地震被災 津波被災 復旧復興 震災教訓 広域避難 伝統芸能 その他 計
団体数 19 17 15 12 18 0 6 16 103

※その他

・大堀相馬焼

・復興曲

・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・BCP

・食品と放射能

・防災・減災

・入院患者の避難

・避難先での共助

・営農再開

【調査対象】ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体（27団体※うち未回答3団体）

活動 語り部 研修会 総会 計交流会

１０代
8% ２０代

11%

３０代
3%

４０代
8%

５０代
10%６０代

18%

７０代
32%

８０代〜
10%

ネットワーク会議会員年代別内訳

原発被災, 19
地震被災, 17

津波被災, 15
復旧復興, 12

震災教訓, 18

広域避難, 0
伝統芸能, 6

その他, 16

原発被災

津波被災

震災教訓

伝統芸能

0 5 10 15 20

震災伝承講話内容

16

6

0

18

12

15
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19
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その他

伝統芸能

広域避難

震災教訓

復旧復興

津波被災

地震被災

原発被災

震災伝承講話内容



エ　国・自治体に求める支援がありましたら、お書きください。

オ　令和７年度のインバウンド対応（外国人向け講話）についてお答えください。
　　対応した外国人の国籍…アメリカ、台湾、ドイツ、スペイン、イタリア
　　※多国籍のため把握が難しいケースもあった。

ウ　活動拠点における自治体（行政機関、学校等）との取組で、持続可能な震災伝承
となる効果的な実践や関わりがございましたら、お書きください。

・風化させないために、語り部のチャンスを作ってほしい

・資金提供

・活動運営への助成等

・「語り部」の地位向上について支援が欲しい

・聾等の障がいを持っている方や、外国人のお客様など、講話の際に通訳が必要な方

が来館された際にサポートを依頼できる機関や補助があると良い

・今後も語り部で震災教訓を震災が無いが震災に関心がある人に語り部を続けていく

ことに支援してもらいたい。

・希望者には福島第一、中間貯蔵施設、震災遺構等の見学を支援してもらいたい。

・学校（中高生）を巻き込んだ持続可能な行政の対応

・補助金等の金銭的な活動支援

・原発事故によって避難した人々の帰還促進支援（継承人材増となるよう）

・伝承活動を「震災学習」「防災活動」の原点として研修などで義務付け、伝承活動

の継続と次世代への伝達を実現する支援とする。

・インバウンド対応する伝承語り部は、単なる英語原稿の読み上げだけでなく、津

波・原子力被災の体験者、震災復興にあたっている者が、自らの言葉で英語で語り、

質疑応答できるレベルの英語力を身に着けた上で対応すべき。

・学習センターでのシニア対象の語り部

・小学生を対象とした、楽しく学ぶ震災・復興を知るバスツアー

・校外学習講話

・子どもから大人まで、防災に関する講話

・相馬市防災備蓄倉庫の見学

・まちづくり出前講座に市民及び学校向けの「震災体験とその後の活動」及び「震災

体験を体験して防災と減災」

・語り部育成講座や震災遺構請戸小学校での紙芝居上演会

・岩手県、宮城県、福島県の自治会役員の交流会

・震災物語「おほし様になったおまわりさん」「おふくろ」を上演

・地域の民話、日本舞踏などの伝統芸能を披露

・おおくまふるさと塾の活動（町内古跡巡り、町文化遺産仮標柱設置事業等）

・熊川稚児鹿舞保存会の伝統芸能保存活動

・バス借上げ費用を補助する防災・減災教育推進モデル事業



 

４ 協議 
Ⅰ 令和８年度事業計画 
 
１ ネットワーク化・レベルアップ 
（１）東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

会議 開催時期 時 間 場 所 主な内容 

第１回 5/15(金) 14：00～15：20 

 
双葉町産業交流
センター 

 
令和８年度事業計画等について 

第２回 
令和 9年 
2/13（土） 

13：30～15：30 双葉町産業交流
センター（予定） 

・令和８年度事業報告 
・令和９年度事業計画（案） 

（２）ふくしま震災伝承者交流会 
 日 時：11/10(火)13：00～16：00 
 場 所：双葉町産業交流センター 大会議室 
 参加対象：震災伝承者、震災伝承に興味のある方、関係市町村等 
 ・基調講演、意見交流(グループワーク等) 
  

【テーマ候補】(令和 7年度ふくしま震災伝承者交流会のアンケート結果から) 
①沖縄の「平和学習」に学ぶ次世代への継承の仕組み(福島において「震災を知らない世代」 
に継承するヒント) 
②「伝わる」資料作成術(スライド作成、資料作成の技術) 
③災害の垣根を越えた伝承（阪神・淡路大震災、または中越地震の伝承活動がどのように    
継承されてきたか） 
④絵本から学ぶ「感情に届ける」伝承技術（講師候補：すとうあさえ先生（「ディーゼルきかん    
しゃデーデ」作者）） 

  その他：県空港交流課において、沖縄県の語り部との交流事業を調整中。 
時期、実施内容は検討中、沖縄県の語り部が来県することも検討されており、交流会等
の場に参加する可能性がある。 

 
２ 伝承者育成 
（１）伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム会議 

会議 実施日 時 間 場 所 主な内容 

第１回 6/24(水) 10：00～11：50 
双葉町産業交流

センター 

令和８年度伝承者育成講座等に
ついて 

第２回 
令和 9年 
1/14(木) 10：00～11：50 

富岡町文化交流
センター 

・令和８年度講座実施報告 
・令和９年度伝承者育成講座
（案）等 

（２）次世代伝承者育成講座（日本語、中国語話者向け、英語） 
   
３ 語り部派遣 
（１）3.11 被災地視察研修 

日にち：10/8(木)～10/9(金)(1 泊 2 日) 
場 所：中間貯蔵施設、東京電力第二原子力発電所、復興祈念公園周辺（候補） 
対 象：ネットワーク会議会員・語り部県外派遣者 

※８月頃に参加者募集を予定。 
（２）語り部県内派遣事業  
（３）語り部県外派遣事業  



令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害 

伝承者育成講座 開催要項（案）（次世代へつなぐ震災伝承事業） 

 

１ 事業の目的    

東日本大震災及び原子力災害の発生から１５年が経過し、年々風化が進行する中、

語り部の伝承活動の継続・拡大の重要性がより一層増している。その一方で、後継者

の育成が課題であることから、福島県の複合災害の記憶と教訓を伝える語り部等を育

成するため、伝承者育成講座を実施する。 

 

２ 主 催  東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

 

３ 日程・内容  

○開講式・第１回伝承者育成講座  

【日時】令和８年７月１８日（土）１０：３０～１６：３０（受付１０：２０～） 

  【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

【内容】開講式 

１時間目「語り部の役割」 

２時間目「地域の思いの共有ワークショップ」 

３時間目「よくある質問・震災知識についてのワークショップ」 

 

 ○第２回伝承者育成講座（１日目） ※宿泊については希望される方のみ。 

【日時】令和８年９月２６日（土）９：３０～１７：２０（受付９：２０～） 

  【場所】集合場所：双葉町産業交流センター 駐車場 

・フィールドワーク訪問地 大熊町中間貯蔵施設・いわき市薄磯地区 

※バスでの移動 

     ・意見交換会 双葉町産業交流センター 大会議室（予定） 

  【内容】フィールドワーク・意見交換会  

 

○第２回伝承者育成講座（２日目） 

【日時】令和８年９月２７日（日）９：００～１４：４５（受付８：５０～） 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

【内容】１時間目「伝わりやすい話し方講座」 

２時間目「プレゼンテーションスキルアップ」 

 

 ○第３回伝承者育成講座 

  【日時】令和８年１１月２８日（土）１０：３０～１４：３０（受付１０：２０～） 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

【内容】「プレゼンテーションスキルアップ２」 

③令和８年度伝承者育成講座について 



 ○第４回伝承者育成講座・修了式 

【日時】令和９年２月１３日（土）１０：００～１４：００（受付９：５０～） 

  【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

  【内容】成果発表・修了式 

※修了式は、同日の午後に開催する第２回東日本大震災・原子力災害ふくし

ま語り部ネットワーク会議の冒頭に行う。 

 

○その他 

（１）①講座はマスコミオープンとする。 

②受講者の様子を毎回、写真や動画で撮影し、活動報告及び広報活動（ウェブ

サイト、 次年度以降のチラシ等）で利用する。 

 （２）第２回伝承者育成講座は２日間にわたり開催する。宿泊は、希望者のみで、宿

泊費は、受講者負担とする。宿泊先は、双葉町内のホテル（シングル8,000 円程

度）を予定。 

（３）全回、全課程を受講した者に修了証書を授与する。 

（４）受講修了者で、一定の条件を満たした者は、県外語り部派遣者として登録する。 

 

４ 受講対象  ・一般の方（高校生以上）で、福島県の震災伝承活動に関心がある方 

        ・現在（過去も含む）、福島県の震災伝承活動をしている方 

 

５ 募集人数   １５名程度 

 

６ 受講料   無料（交通費・宿泊費等は自己負担とする。） 

 

７ 申込方法   

（１）締切日  令和８年６月２６日（金）（予定） 

（２）方 法  受講希望者は、「（様式）令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害

伝承者育成講座 受講申込書」に必要事項を記入し、下記申込先へメー

ルで申し込む。 

 

８ 受講者の選考 

受講申込みが募集定員を超えた場合は、未経験者を優先する。 

選考結果は７月上旬に申込者全員に送付する。 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp       

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


  

（様式）令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座 受講申込書  

（ふりがな） 

氏 名 氏 

 

名 

 生年月日 

  昭和・平成 

 年  月  日 

住 所 
〒 

電話番号 
【自宅】           【携帯】 

メールアドレス 
 

職  業 
 

所   属 

(語り部団体) 
 

語り部経験 

※経験有りの

方のみ記入 

語り部経験年数 直近の年間講演回数 

                   

年 

                     

回／年 

受講理由 【動機】 

 

 

 

 

【これまでの震災伝承活動に関する取組など】 

 

 

伝えたいこと 

（被災体験・

教訓など） 

（例：普段からの心構え、災害時の行動等） 

 

 

 

 

本講座を知っ

たきっかけ 

（例： 

 

①本講座はマスコミオープンとする。 
②受講者の様子を毎回、写真や動画で撮影し、活動報告及び広報活動（ウェブサ  
イト、 次年度以降のチラシ等）で利用する。 

申込先：東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


・令和８年度 伝承者育成講座

テキスト案到達目標講師案研修概要目 的項 目回

開講式第1回
7月18日
（土）

双葉町産
業交流セン

ター
大会議室
（予定）

開講式
10︓30〜

・講演資料(講
師が準備の有
無を確認)

・語り部としての心構えの
習得
・伝えるべき事項(震災
の実相)の表現方法の
習得
・復興への挑戦からその
「思い」を知る。

ネットワー
ク会議会
長

先輩語り部の実演を見学し、限られた時
間の中で受講生に伝えるべきことをどのよ
うにして語り、伝えようとしているかを習得
します。
＜内容案＞
①震災講話を聴く
②講義(語り部の役割の本質的な理解)
③質疑応答

先輩語り部の講話
を聴き、これまでの
自身の活動をふり返
ることで、語り部の役
割についての理解を
深め、自身が語るこ
との意義を理解する
ことができる。

語り部の
役割
（90分）
10:40〜

12:10

・福島のあの日
からいま
・防災手帳

・ふくしま震災等語り部と
しての意識を、より高める
・自身の想いを伝えるた
めの創意工夫と他の語り
部との相違点

復興に向け
果敢に挑戦
する人々
富岡町3･
11を語る会
代表 青木
淑子氏、
福島大学
准教授 前
川 直哉氏
（予定）

未曾有の複合災害と、そこからの復興に
向け果敢に挑戦する人々との意見交換
を通して、自身が伝えたいメッセージの具
現化と、語り部の取組の本質について理
解を深めます。
＜内容案＞
①円卓等での相互インタビュー
②意見交換による深掘り
※「気づき」を持たせるヒントの与え方

語り部活動の課題
と意義を整理し、語
り継ぐ内容の本質に
ついて自分自身で
理解し、言葉にする
ことで、「ふくしま震
災等語り部」として
自身の思いや伝えた
いメッセージを具現
化することができる。

地域の想い
の共有
ワークショップ
（75分）
13:00〜

14:15

・福島のあの日からいま
地震・津波 P4〜９
原発事故 P10〜13
避難 P14〜17
P20〜23
放射線基礎
P18〜19
・放射線副読本
放射線について知ろう
P3〜11
原子力発電所の事故と復
興のあゆみ P12〜14
風評被害や差別
P15〜16
食べ物の安全性
P17〜18

・福島の震災発生前、震災
発生当時、震災発生後の
事実についての共通理解
・自身が想定していない質
問や意見への対応と、多様
性の理解
・受講生の知識・意見などを
共有
・触れづらいことも知識として
会得していく

フィールド
パート
ナー
ふくしまリ
アリ代表
山口祐
次氏
(予定)

自身の語りの幅を広げるため、それぞれの
経験や知識などを共有する機会を設けま
す。(地震・津波・原発事故・避難生活・
放射線の基礎等)
＜内容案＞
①聴講者からの「よくある質問」に答える（各グ
ループ）班編制４人程度
②フィールドパートナーの話
③意見交換（各グループ）
※「気づき」を持たせるヒントの与え方
※情報を収集し、多様性を理解すると

とともに持論を持つことを意識する

多くの人に知ってほ
しい福島のむかし、
いま、みらいについて、
事実が伝わっていな
いことや、伝わりづら
いことを再認識する
ことができる。

よくある質
問・震災知
識について
のワーク
ショップ
（120分）
14:30〜

16:30

※第２回研修までに語り部原稿・メモの見直し

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会員および新規語り部希望者を対象に、多様な語りと知識を学び、福島への自身の想いを語るための研修を行います。
全体コーディネート︓福島大学准教授 前川 直哉氏※講師に関しては県事業の精査及び伝承者育成PTの検討を加え調整します。



テキスト案到達目標講師案研修概要目 的項 目回

・講師資料(講
師が準備の有
無を確認)
・フィールドワー
ク資料(現場案
内で普段使用
しているもの)

※2日目研修
までに自身の語
り部原稿素案
(概要)を見直
し、原稿案とし
て作成

・自身が発信すべきこ
とを具現化することが
できる。
・自分事を相手に伝
え、共感を得ることが
できる

・フィールド
ワーク①
中間貯蔵施
設
大熊未来塾
代表︓木村
紀夫氏(予
定)
・バス移動中
（大熊〜い
わき）ネット
ワーク会議会
員による案内
・フィールド
ワーク②
いわき市薄磯
地区
いわき語り部
の会代表︓
大谷慶一氏
（予定）
・バス移動中
（いわき〜双
葉）ネット
ワーク会議会
員による語り

意見交換
会︓福島
大学准教
授 前川
直哉氏
（予定）

語り部の話を聞いたうえで、地域の
現状を把握するため、震災現場を
訪れます。語り部の実体験に基づく
説明を聞きながら、語り部活動の
重要性について考えます。
＜内容案＞
①震災現場訪問
②語り部のよる地域案内
③現場訪問フィードバック

福島県内の語り
部の活動内容を
実践の場で体験
し、その活動現
場を訪れる。また、
自分自身の経
験を語るために
必要なスキルや
伝えるべき震災
の実相について、
参加者の間で学
び合う。

語り部案内に
よるフィールド
ワーク①
（120分）
9:50〜

11:50

第2回
9月26日
（土）
(1日目)
双葉町産
業交流セン
ター出発
9:30

（予定）

双葉町産
業交流セン

ター
大会議室
（予定）

語り部案内に
よるフィールド
ワーク②
（100分）
13︓50〜
15︓30

・自身の経験を価値
に変えるための気づき
を得る

フィールドワークを終え、実際の現場
を体験してみての感想や、語り部の
話す内容との違いや疑問等につい
て、意見交換を行います。参加した
受講生の気づきや、自身の思いを
具現化するために必要なことについ
て考えます。
＜内容案＞
①語り部との意見交換

意見交換会
（40分）
16︓40〜
17︓20

宿泊準備



2

テキスト案到達目標講師案研修概要目 的項 目回

・講師資料
(講師に準備の
有無を確認)

※第3回講座
まで発表の練
習

・語りを自身の言葉で
伝えることができる

福島大学
特任講師
久保田彩
乃氏
(予定)

話し方講師から、語り部として伝え
たいことを、自分の言葉で表現する
方法を習得します。
＜内容案＞
話し方講座、多様な伝え方

震災の経験や
記憶を自身の言
葉で伝える方法
に気づくことがで
きる。

伝わりやすい話
し方講座
（90分）
09:00〜

10:30

第２回
9月27日
（日）
(2日目)
双葉町産
業交流セン

ター
大会議室
（予定）

・自分事を相手に伝
え、共感を得ることが
できる

福島大学
特任講師
久保田彩
乃氏
(予定)

原稿に沿って実演を行い、参加者
同士の意見交換を行います。さらに、
受講生のセルフチェック用に実演の
動画撮影を行います。
＜内容案＞
受講者の実演と実演に関する意見
交換

震災の経験や
記憶を自身の言
葉で伝える方法
を身につけること
ができる。

プレゼンテーショ
ンスキルアップ
（180分）
10:45〜

14:45

備考講師案研修概要目 的項 目回

発表の様子は記録動画
に保存し、受講者の振り
返りに活用する。

先輩語り部（東日本大
震災・原子力災害ふくし
ま語り部ネットワーク会議
会長・副会長・会員）

4〜５グループに分かれて
パフォーマンス実演を行いま
す。（1グループ３〜４人
＋講師）※講師は発表者
ごとに評価と講評を行う

これまでの講座での取組を
活かしながら、震災語り部と
して、自身の思いを伝えるこ
とができる。

成果発表
（120分）
10︓00〜

12︓00

第４回
令和9年
2月13日

（土）双葉
町産業交流

センター
（予定）

修了式（2月開催の第2回東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議内）

テキスト案到達目標講師案研修概要目 的項 目回

・講師資料(講
師が準備の有
無を確認)

※第４回講座
まで発表の練
習

・語りを通じ、来場者
の共感や地域に対す
る想いの伝播が、自
身で納得のいく反応を
得ることができる。

福島大学
准教授 前
川 直哉氏

先輩語り部

語り部として、与えられた時間内に
自身の想いを来場者に具体的に伝
え、共感を得るための工夫やアピー
ルの手法について、講師とともに学
び合います。
＜内容案＞
①語り部プレゼンテーション
②受講生同士のスキルアップ

語り部自身が納
得のいく語りを完
成させるための
余白を埋め、自
分ごとの成果と
進化およびその
評価の向上を目
指す。

プレゼンテーショ
ンスキルアップ
２（180分）
1０:３0〜

1４:３０
※途中60分
昼食休憩

第３回
11月28日
（土）双
葉町産業交
流センター
（予定）

※途中60分昼食休憩



 

 
令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害 
伝承者育成講座（中国語話者向け）開催要項（次世代へつなぐ震災伝承事業） 

 
１ 事業の目的   中国語圏からの来県者の増加に伴い、今後さらに震災関連のイン

バウンド需要の増加が見込まれることから、福島県の未曾有の

複合災害の記憶と教訓を、中国語で伝えることができる語り部

を育成する。 

２ 主 催    東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

３ 日程・内容   令和８年度伝承者育成講座 開催要項のとおり（日本語講座に 

参加する）。 

４ 受 講 対 象   福島の震災語り部を希望する中国語が話せる方（講座の日本語

が理解できることが条件） 

５ 募 集 人 数    ２名程度 

６ 受 講 料   無料（交通費・宿泊費等は自己負担とする。） 

７ 申 込 方 法  （１）締切日 令和８年６月２６日（金） 

（２）方 法 

 受講希望者は、「（様式）令和８年度福島県東日本大震災・原子

力災害伝承者育成講座（中国語話者向け）受講申込書」に日本語

で必要事項を記入し、下記申込先へメールで申し込む。                                                

８ 受講者の選考  受講申込みが募集定員を超えた場合は、書類審査により選考す

る。選考結果は７月上旬に申込者全員に送付する。 

 

 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

④令和８年度伝承者育成講座（中国語話者向け）について 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


 （様式）令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座（中国語話者向け）受講申込書  

（ふりがな） 

氏 名 氏 

 

名 

 生年月日 

  昭和・平成 

 年  月  日 

住 所 
〒 

電話番号 
【自宅】           【携帯】 

メールアドレス 
 

職  業 
 

所   属 

(語り部団体) 
 

語り部経験 

※経験有りの

方のみ記入 

語り部経験年数 直近の年間講演回数 

                   

年 

                     

回／年 

受講理由 【動機】 

 

 

 

 

【これまでの震災伝承活動に関する取組など】 

 

 

伝えたいこと 

（被災体験・

教訓など） 

（例：普段からの心構え、災害時の行動等） 

 

 

 

 

本講座を知っ

たきっかけ 

（例： 

 

①本講座はマスコミオープンとする。 
②受講者の様子を毎回、写真や動画で撮影し、活動報告及び広報活動（ウェブサ 
イト、 次年度以降のチラシ等）で利用する。 

 

申込先：東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


 
 
福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座（英語）について 

 
１ 事業の方向性について 

令和 7 年度の第 2 回ネットワーク会議において、英語講座の課題が明らかとなったた
め、事業の方向性について検討していく必要がある。 

まず、今年度の取り組みについては、県事業の予算額や使途の制約があるため、令和 7
年度の講座の取り組みを踏襲しつつ、改善できる点については見直して実施する。 

次年度以降に向けては、あるべき姿について検討し、事業に反映していく。 
 
２ 令和８年度事業について 
  別紙開催要領により実施したい。令和 7 年度からの変更点は以下のとおり。 

(1) 受講にあたっての目標の設定について 
令和 7 年度までの取り組みを踏まえ、あらかじめ、受講者の能力や意思に合わせて到

達地点を相談するオンラインのプレ講座を実施する。 
(2) 受講者の要件について 

 原則として新規申し込みを対象とするが、人数に余裕がある場合には一度受講した
ものの再受講を認める。 

 (3) 講師の役割の明確化 
原稿の英訳は事務局を通じて県国際課で実施する。講座内においては、スピーチ原稿

やスライドの英語表現について、伝わりやすさの面から、講座内で助言してもらえるよ
うにする。 

 
３ 令和９年度以降に向けた取り組みについて 

 これまで、英語講座は事務局中心で実施しており、伝承者育成プログラム検討プロジェ
クトチーム（PT）での議論の対象となってこなかった。今後は、育成講座と同様、英語
講座についても対象者や目指すべき姿を PT で議論していくこととし、明らかになってき
た課題を踏まえてあるべき姿を検討、見直していく 

 
 

⑤令和８年度伝承者育成講座（英語）（案）について 



令和８年度福島県東日本大震災・原子力災害 
伝承者育成講座（英語）開催要項（案）（次世代へつなぐ震災伝承事業） 

 

１ 事業の目的 
  東日本大震災及び原子力災害の発生から１５年が経過し、年々風化が進行する中、語り

部の伝承活動の継続・拡大の重要性が増すとともに、インバウンドのニーズが高まってい
る現状から、海外に向けた震災伝承に対応するため、本講座を実施する。 

２ 主 催  東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 
３ 日程・内容    
 〇プレ講座 

【日時】令和８年６月〇日（〇） ※オンライン 
受講希望者全員が参加 

【内容】英語講座の概要の説明と、それぞれの現在のレベルに合わせた到達目標を設定
する。 

 
○第１回講座  

  【日時】令和８年７月１８日（土） ※対面（育成講座と同日） 
      受講生①の講座：１０：４０〜１１：４０ 
      受講生②の講座：１２：４０〜１３：４０ 
      受講生③の講座：１４：１０〜１５：１０ 
     ※講座は講師と受講生のマンツーマン式で行う。 
  【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定） 
  【内容】「翻訳原稿の確認・音読講座①」 
 
 ○第２〜４回講座 いずれも候補日、オンラインを想定 
  【日時】令和８年９月５日（土） 

令和８年１０月１７日（土） 
令和８年１２月５日（土） 

      受講生①の講座： ９：００〜１０：００ 
      受講生②の講座：１０：３０〜１１：３０ 
      受講生③の講座：１２：３０〜１３：３０ 

  【内容】「翻訳原稿の音読講座②〜④」 
 
 ○第５回講座・修了式  
  【日時】令和９年２月１３日（土）１０：００〜１２：００ ※対面（育成講座と同日） 
  【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定） 
  【内容】成果発表 
   ※修了式は、同日の午後に開催する第２回東日本大震災・原子力災害ふくしま           

語り部ネットワーク会議の冒頭に行う。 
 
 

 



４ 受講対象  
  ○東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会員で、おおむね語り部

歴３年以上の方または伝承者育成講座の修了者で受講を希望される方。 
  ○「津波による被災」「原発事故による長期避難」「復興の取組」等のいずれかの          

テーマで話せる方。 
５ 募集人数   ３名程度 
６ 受講者選考方法 

語り部団体から、「（様式）令和 8 年度東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座（英
語）受講希望者推薦書」により、推薦があった候補者の中から事務局で選考し被推薦
者に意思確認を行う。被推薦者から承諾を得た後、東日本大震災・原子力災害ふくし
ま語り部ネットワーク会議の承認を受けて、受講生を決定する。選考結果について
は、東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体等へメール
で報告する。 

７ 受 講 料   無 料（交通費、昼食費、オンラインに要する費用は、自己負担とする。） 
８ 全体スケジュールイメージ 

事前準備（5 月〜６月） 講座受講（７月〜２月） 成果発表 修了後 

①語りの原稿（日本語発表
で 20 分程度の原稿）を作
成、事務局に提出。 
②県国際課で英訳・音声デ
ータの提供を受け、音読練
習を行う。 

○全５回講座、講師と受講
生のマンツーマン式。 
※次回の講座まで、各自で
自主練習（翻訳原稿の音読
練習）を行う。 

〇第５回講座で成果発表
（語り約 20 分、講評 10 分
程度を予定） 

○ ネ ッ ト ワ ー ク 会
議 各 団 体 や 伝 承 館
等 の イ ン バ ウ ン ド
対応。 

９ その他      
（１）本開催要項の日程は、今後、参加者の状況に応じて変更することがある。 
（２）成果発表は、講師のほか英語話者の聴講を調整する。 
（３）本講座は英語スピーチの習得に特化したものであり、英会話の習得を目的としない。

なお、質疑応答は引き続き通訳を介することを前提とする。 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


 

（様式）令和８年度東日本大震災・原子力災害伝承者育成講座（英語）受講者推薦書（案） 

◆ 推薦者の連絡先 

団 体 名  

代表者名  

メ ー ル  

電話番号  

◆ 被推薦者について御記入ください。 

（ふりがな） 

氏 名 

氏 

 

名 

 生年月日 

  
昭和・平成 

年 月 日 

住 所 
〒 

 

メール  

電話番号  

語り部経験 

語り部経験年数 直近の年間講演回数 

                   年                      回／年 

◇話の主な内容（「津波による被災」「原発事故による長期避難」「復興の取組」等、東日本大震災に関連する内容を記入） 

 

 

 

◇伝えたいこと（例：普段からの心構え、災害時の行動、教訓 等） 

 

 

◇現在の英語力（TOEIC、英検等）や英語の学習・使用経験等 

 

 

推薦書は、令和８年５月●日（●）までメールで御提出願います。 

 
東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7784） 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp


⑥令和８年度語り部県内派遣事業（案）について 

   

令和８年度東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部派遣事業 

（県内教育機関向け派遣） 

 

１ 事業の目的  

 震災・原発災の記憶・経験がない世代への震災伝承を図ることを目的に、

県内教育機関で行われる震災学習でのふくしま語り部ネットワーク会議会員

（語り部）の活用を勧める。 

 

２ 主催 

  東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

 

３ 事業内容 

  派遣案内チラシを福島県教育庁担当課及び私学・法人課を経由して、県内教

育機関へ送付するとともに、語り部の積極的な活用を依頼する。 

・義務教育課→公立小中学校（義務教育学校含む）、福島大学附属学校 

・高校教育課→県立高等学校 

・特別支援教育課→県立特別支援学校 

・私学・法人課→私立小中高等学校、専修学校 

 

４ その他 

  各学校からネットワーク会議登録の各団体へ申込みにより、派遣実施（謝

金・旅費は各団体の規定による）。 



 

 令和８年度 東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部派遣事業（県内教育機関向け派遣） 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
東日本大震災及び原子力災害の発生から１５年が経過し、全国で風化が進行する中、震災等

の記憶と教訓を人々の心に刻むものとして、語り部の生の声による伝承活動が重要視されてい

ます。 
 本事業では、「東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部」を、各小中学校・義務教育学校、

各県立・私立学校等に派遣し、世界に類を見ない複合災害の経験や教訓、そこから立ち上がる

福島の歩みや現状について思いを伝えます。 
ぜひ児童生徒の震災学習や防災教育、教職員の研修等に、ふくしま震災語り部をご活用くだ

さい。 
派遣地及び派遣する語り部 

（１）派遣地 
   県内の各小・中学校・義務教育学校、各県立・私立学校等 
（２）派遣する語り部 
   「東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議」登録団体等の語り部 
申し込みから開催までの流れ 

（１）申し込み 
下記の申込先へ、希望日の約１カ月前までにお申し込みください。 

（２）申込者（各学校担当者）と派遣語り部との電話・メール等での打ち合わせ 
   開催に向けての準備等を進めます。 
（３）会場への派遣、開催 
   会場設営、必要機器等の準備を行ってください。 
申し込みに際しての注意事項 

（１）語り部の謝金・旅費については、各団体の規定に基づいた金額を、申込者（各学校等）

でご負担となります。 
（２）語り部による震災講話は、質疑応答を含め、1時間程度となります。 
（３）必要機器等（プレゼンテーションソフトを使用できるパソコン、スクリーン、机、マイ

ク及びマイクスタンド等）は各学校等でご準備願います。 
申し込み・問い合わせ先 

（１）申込み・お問い合わせは、「ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体一覧」に記載し

てある各団体に、直接連絡をお願いいたします。 
（２）本事業において、ご不明な点がございましたら、東日本大震災・原子力災害ふくしま語

り部ネットワーク会議事務局（福島県生涯学習課）までお問い合わせください。 
 
 
 

ふくしま震災語り部から 
防災・震災について 
学んでみませんか 

東日本大震災・原子力災害の経験や教訓を伝える 

「東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部」を派遣します 

◆東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議事務局（福島県生涯学習課内） 
TEL     024-521-7784   
電子メール  f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 
ホームページ https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11055b/ 
※「ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体一覧」を掲載しています。 

 

mailto:f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp
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令和８年度語り部県外派遣の登録者一覧

№ 派遣登録団体 派遣登録語り部
語り部経験
年数（年）

R7年度か
ら継続／
R8年度か
ら新規（選
択）

育成講座修
了者（修了
年度を選
択）

1 前川　直哉 12 継続 ―

2 宍戸　結実 1 継続 R6年度

3 發田　紗織 1 継続 R6年度

4 渡辺　駿 1 継続 R6年度

5 安倍　さくら 0 新規 R7年度

6 鈴木　雅稀　 0 新規 R7年度

7 シン・ふくしま自治体職員の学校 平野　勝長 2 継続 R6年度

8 星降る古里ひろの 鈴木　恵子 7 継続 R7年度

9 山百合の会 松田　早百合 13 継続 R6年度

10 震災段ボールアート語り部の会 遠藤　昭三 3 継続 R5年度

11 會空 庄子　ヤウ子 10 継続 ―

12 NPO法人市民活動ネットワーク相馬 畠中　正一 14 新規 －

13 井島　順子 14 継続 ―

14 小幡　広宣 9 新規 ―

15 岩橋　光善 13 継続 ―

16 永岡　冨紀子 2 継続 R6年度

17 髙村　美春 14 継続 R7年度

18 新川　智恵子 5 新規 R7年度

19 ニコニコ菅野農園 菅野　クニ 10 継続 ―

20 浪江まち物語つたえ隊 岡　洋子 12 継続 ―

21 いわもと社会福祉士事務所 岩本　美智子 3 継続 R5年度

22 國分　信一 1 継続 R6年度

23 大竹　英子 0 新規 R7年度

24 橘　秀人 6 継続 ―

25 橘　弘美 6 継続 ―

26 青木　淑子 13 継続 ―

27 宗像　涼 7 継続 ―

28 遠藤　絹子 2 継続 R6年度

29 吉田　恵子 10 継続 R6年度

30 福島　芳子 0 新規 R7年度

31 佐藤　勇樹 7 新規 R7年度

32 大谷　慶一 14 継続 ―

33 石川　弘子 14 継続 ―

34 大河内　喜男 11 継続 ―

35 石塚　洋悦 4 継続 R5年度

36 木村　貞子 4 継続 R5年度

※ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体（方部別）の順番

【派遣する語り部の決定方法】
① 派遣依頼者が、県外派遣事務局へ申込書を提出する。
　※申込書には講演内容の要望のみを記載し、語り部個人や団体の指名は受け付けない。

② 県外派遣事務局は、派遣登録団体リストの順に、団体へ申込書を送付する。

　※派遣登録語り部の人数に応じた回数が、派遣登録団体にまわるようにする。

③ 派遣登録団体は、申込書を確認し、要望された講演内容に対応可能か判断する。

　　●対応可能な場合

　　　派遣する語り部を決定し、派遣準備を進める。

　　● 対応困難な場合

  　　要望に適した語り部が団体内にいない場合は、パスする。

  　　県外派遣事務局は、派遣登録団体リストの次順位の団体へ調整を行う。（以下同様）

  　　なお、パスした団体については、次回の県外派遣依頼時に最優先で調整を行う。

おおくま町物語伝承の会

富岡町3・11を語る会

いわき語り部の会

⑦令和８年度語り部県外派遣事業　県外派遣者（案）について

F.tellers（エフ・テラーズ）

相馬市観光協会

南相馬 原発・震災語り部の会

原発震災を語り継ぐ会

双葉町語り部の会



 
 

 
 

 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  
  

 
 

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

 



 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  



                           

                      

              
                      

                    

 

              

             
                

                         

              
                        

               
                        

               
                    

                     

               
                        

                           

                   

               
                  

  

               
                          

  

               
                   

               
                      

               
                           

                                   

               
                              

              
                              

  

              

  

  


